
大月市まち・ひと・しごと創生総合戦略概念図 

大月市が目指す将来の人口 
（大月市人口ビジョン） 

2040（平成52）年  19,000 人 

大月市まち・ひと・しごと創生総合戦略における５つの基本目標 

  〔人の流れ〕立ち寄りたくなる、住みたくなる地域をつくる 
      １ 情報の集積力と発信力の強化 

   ２ 通過地点から交流拠点としての大月へ 

   ３ 安心して移住・定住できる環境づくり 

基本目標 
２ 

   〔結婚、出産、子育て〕若い世代が結婚・出産・子育てしやすい環境をつくる 
     １ 結婚機運の醸成 

     ２ 安心して出産、子育てできる環境整備 

基本目標 
３ 

    〔人材育成、郷土愛を育む教育〕地域を愛し、地域を育てる人材を育てていく 
        １ 子ども達のふるさとを愛する気持ちを育む教育 

基本目標 
５ 

【社会減の歯止め】 

 2035（平成47）年～ 
   2040（平成52）年 

   社会増減0人  

  

【合計特殊出生率の上昇】 

 2040（平成52）年 
 ⇒ 1.80 （出生数124人） 

  

大月市では、人口ビジョンで示した
将来の人口を実現するために、平成27
年度から平成31年度までの5年間にお
ける基本目標や施策の基本的方向、具
体的な施策を示した「大月市まち・ひ
と・しごと創生総合戦略」を策定しま
した。 

   〔雇 用〕大月の特性を活かした雇用の場を創出する 
    １ 地域資源を活かした産業振興と雇用の拡大 

    ２ 将来を見据えた担い手育成及び希望や能力に応じた雇用機会の創出 

基本目標 
１ 

  〔暮らしやすいまちづくり〕住み続けたくなる魅力的な特徴あるまちをつくる 
     １ 生涯にわたって安心して暮らせる環境整備 

     ２ まちづくり体制の確立 

基本目標 
４ 
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